
し
て
乗
船
し
た
の
で
、
現
在
で
も
戦
友
間
で
「
高
橋
の
軍
隊
手

帳
」

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
証
明
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

帰
り
の
航
程
は
二
年
前
と
較
べ
れ
ば
半
分
の
日
数
十
二
日
間

で
浦
賀
に
上
陸
、
十
二
月
二
日
懐
か
し
の
わ
が
家
に
帰
り
ま
し

た
。

南
方
軍
補
充
要
員

プ
ケ
ッ
ト
島
で
強
制
労
働
　 

高
知
県
　
植
田
太
郎
　 

私
は
昭
和
十
九
年
九
月
二
十
五
日
、
現
役
兵
と
し
て
徴
兵
さ

れ
、
一
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
戦
争
体
験
を
し
た
の
で

あ
る
。
四
国
各
市
町
村
か
ら
郷
土
の
人
た
ち
の
信
頼
と
歓
呼
に
送
ら

れ
栄
え
あ
る
現
役
兵
と
し
て
、
勇
名
そ
の
名
を
知
ら
れ
し
第
十

一
師
団
歩
兵
第
十
二
連
隊
留
守
隊
に
入
隊
し
た
。
大
東
亜
戦
争

も
漸
く
決
戦
の
様
相
を
呈
し
、
国
家
の
総
力
を
結
集
し
て
戦
い

抜
か
ん
と
す
る
時
な
の
で
あ
る
。

集
ま
れ
る
者
は
選
り
抜
か
れ
た
る
偉
丈
夫
で
あ
り
、
尽
忠
報

国
の
念
厚
き
青
年
達
で
あ
っ
た
。

私
は
本
日
を
期
し
て
大
日
本
帝
国
軍
人
と
な
り
得
た
る
喜
び

と
感
激
に
打
ち
振
る
え
た
の
で
あ
る
。
先
輩
勇
士
の
跡
を
継
ぐ

我
々
に
弱
兵
は
な
く
皆
一
騎
当
千
の
強
者
で
あ
っ
た
。

善
通
寺
練
兵
場
や
大
麻
山
演
習
場
に
て
訓
練
を
重
ね
、
徳
島

県
箸
蔵
方
面
機
動
演
習
の
後
、
待
望
久
し
い
出
動
命
令
が
下
っ

た
。十
月
二
十
三
日
夜
、
粛
々
と
し
て
善
通
寺
を
出
発
し
、
門
司

港
付
近
で
集
結
の
あ
と
、
い
よ
い
よ
輸
送
船
「
有
馬
丸
」
一
万

二
千
ト
ン
に
混
成
兵
千
二
百
名
が
乗
船
し
、
祖
国
日
本
を
出
港

し
た
。
怒
濤
逆
巻
く
大
海
原
を
進
路
を
南
に
向
け
、
台
湾
を
過
ぎ
る

と
飛
行
機
に
よ
る
爆
弾
攻
撃
、
潜
水
艦
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
。

し
か
し
無
事
洋
々
た
る
西
太
平
洋
を
突
破
し
、
船
中
で
の
苦
労

を
重
ね
た
が
、
十
一
月
九
日
無
事
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
に
上
陸
。

プ
キ
テ
マ
高
地
に
て
訓
練
を
受
け
た
あ
と
、
十
一
月
二
十
五
日

マ
レ
ー
半
島
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
す
る
ポ
ト
デ
ク
ソ
ン
に
移
駐
、

同
地
に
お
い
て
淀
兵
団
と
合
流
し
、
徹
底
的
な
猛
訓
練
を
受
け



た
。十
二
月
二
十
三
日
、
マ
レ
ー
半
島
中
部
の
タ
ン
ジ
ョ
ン
マ
リ

ム
に
移
動
し
、
武
勇
の
誉
れ
高
き
久
留
米
山
砲
兵
、
野
砲
兵
第

九
十
四
連
隊
の
中
堅
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

引
き
続
き
金
沢
第
九
師
団
出
身
の
将
兵
を
迎
え
て
兵
力
を
増

強
し
、
マ
レ
ー
半
島
北
部
防
衛
の
主
力
部
隊
と
し
て
、
ビ
ル
マ

領
ビ
ク
ト
リ
ヤ
ポ
イ
ン
ト
、
泰
国
サ
ン
ボ
ン
ス
ン
ゲ
バ
タ
ン
ア

ロ
ス
タ
ー
や
タ
イ
ピ
ン
に
分
散
し
布
陣
、
昼
夜
兼
行
の
陣
地
構

築
で
あ
っ
た
。

我
が
野
砲
兵
第
九
十
四
連
隊
、
第
一
中
隊
清
隊
は
泰
領
プ

ケ
ッ
ト
島
第
一
線
の
守
備
に
つ
く
。
昼
夜
兼
行
の
陣
地
構
築
、

昼
は
木
の
葉
で
偽
装
し
、

夜
は
後
方
か
ら
第
一
線
に
弾
薬
運
び
、

敵
に
必
殺
の
砲
撃
を
集
中
し
、
敵
を
圧
倒
全
滅
せ
ん
も
の
と

打
っ
て
一
丸
と
な
り
、
将
兵
の
意
気
天
を
衝
く
勢
い
で
あ
っ
た
。

プ
ケ
ッ
ト
島
は
幅
八
キ
ロ
、
長
さ
三
十
二
キ
ロ
と
細
長
い
島

で
毎
日
作
業
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
に
な
っ

て
爆
撃
は
頻
繁
に
な
っ
て
き
た
。
ビ
ル
マ
の
戦
況
は
日
に
日
に

悪
く
な
っ
た
情
報
が
入
る
。

七
月
下
旬
、
我
等
の
島
に
は
連
合
軍
の
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
が

毎
日
三
十
機
位
低
空
攻
撃
で
来
襲
、
敵
の
操
縦
士
の
顔
が
見
え

る
。
残
念
な
が
ら
制
空
権
は
連
合
軍
の
手
中
に
あ
り
、
我
々
は

只
々
見
守
る
ば
か
り
の
戦
況
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
連
合
軍
の
巡
洋
艦
三
隻
、
輸
送
船

二
十
数
隻
で
我
が
プ
ケ
ッ
ト
島
は
包
囲
さ
れ
、
南
端
の
歩
兵
部

隊
は
艦
砲
射
撃
を
受
け
、
一
個
小
隊
位
が
全
滅
し
た
。
堂
垣
内

武
憲
中
隊
長
の
命
に
よ
り
全
員
集
合
、「
■
々
最
後
の
時
が
来

た
。
大
日
本
帝
国
の
為
に
最
後
の
一
兵
に
な
る
ま
で
戦
い
抜
い

て
く
れ
」
と
日
本
の
方
向
に
む
か
っ
て
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
。

家
族
の
顔
が
瞼
に
浮
か
ぶ
、
戦
友
同
志
は
別
れ
の
言
葉
を
交
わ

し
、
全
員
顔
色
は
土
色
で
あ
っ
た
。

私
達
は
島
の
中
腹
の
陣
地
で
あ
っ
た
の
で
、
連
合
軍
の
攻
撃

も
な
く
、
こ
ち
ら
は
発
砲
し
な
か
っ
た
た
め
幸
い
に
し
て
命
を

永
ら
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
大
隊
長
も
、
も
う
生
き
て
帰
れ
な

い
と
覚
悟
を
決
め
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
二
～
三
日
後
に
連

合
軍
の
巡
洋
艦
や
輸
送
船
が
一
隻
去
り
、
二
隻
去
り
全
部
ビ
ル

マ
に
向
か
っ
た
た
め
プ
ケ
ッ
ト
島
守
備
隊
は
助
か
っ
た
。

そ
の
船
団
は
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
に
上
陸
、
日
本
軍
に
損

害
を
与
え
、
そ
の
戦
況
は
口
に
言
い
表
せ
な
い
悲
惨
な
戦
況
で



あ
っ
た
と
、
陸
路
泰
領
に
の
が
れ
、
マ
レ
ー
半
島
に
着
い
た
兵

か
ら
聞
い
た
。
そ
の
後
も
、
プ
ケ
ッ
ト
島
に
も
グ
ラ
マ
ン
戦
闘

機
が
毎
日
来
襲
し
、
攻
撃
が
続
い
た
。

し
か
し
八
月
二
十
四
日
現
地
人
の
話
に
よ
る
と
、
日
本
は
負

け
た
と
の
う
わ
さ
を
聞
い
た
。
午
後
に
な
っ
て
う
わ
さ
が
真
実

と
な
り
、
中
隊
長
の
命
令
で
集
合
、「
日
本
国
は
連
合
軍
に
対

し
て
降
伏
し
た
」
と
通
告
が
あ
っ
た
。
戦
友
同
志
は
天
を
仰
ぎ
、

地
に
伏
し
て
泣
く
、
そ
の
様
は
悲
壮
極
ま
り
無
い
も
の
で
あ
っ

た
。間
も
な
く
英
軍
が
上
陸
し
て
来
て
、
武
器
を
全
部
渡
せ
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
武
器
を
渡
す
た
め
一
個
小
隊
位
を
残
し
、

我
々
は
武
器
を
置
い
て
船
で
三
日
三
晩
か
か
っ
て
タ
イ
の
カ
ン

タ
ン
に
引
き
揚
げ
た
、
そ
こ
で
ま
た
命
令
で
貴
重
品
を
全
部
没

収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
時
計
も
何
も
か
も
で
あ
る
。

そ
の
後
国
境
の
町
ハ
ダ
イ
に
日
本
兵
が
大
勢
集
結
し
、
連
合

軍
の
命
令
で
戦
後
復
旧
作
業
を
さ
せ
ら
れ
た
。
マ
レ
ー
半
島
の

マ
ド
ア
ラ
ン
で
の
石
炭
の
露
天
掘
り
作
業
で
あ
る
、
ツ
ル
ハ
シ

で
掘
っ
て
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
せ
て
運
ぶ
の
で
あ
る
が
、
朝
食
は
ビ

ス
ケ
ッ
ト
一
枚
、
昼
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
二
枚
、
夜
は
混
合
食
で
の

強
制
労
働
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
転
々
と
各
地
を
歩
い
て
ウ
ル

ガ
リ
に
行
き
、
農
場
作
り
の
た
め
木
材
を
伐
採
し
、
開
墾
す
る

作
業
で
あ
る
。
朝
八
時
頃
よ
り
夕
方
五
時
位
ま
で
の
労
働
で
あ

る
、
現
地
は
す
ご
く
暑
い
の
で
、
腰
に
麻
袋
を
巻
い
て
ハ
ダ
カ

で
伐
採
で
あ
る
。

現
地
に
は
大
き
な
ア
リ
や
サ
ソ
リ
が
多
く
い
る
。
ま
た
マ
ラ

リ
ア
に
も
か
か
っ
て
何
十
人
も
の
戦
友
が
死
ん
だ
。
マ
ラ
リ
ア

が
発
熱
し
た
ら
戦
友
の
毛
布
を
集
め
、
そ
の
者
に
掛
け
て
、
皆

で
そ
の
毛
布
の
周
り
に
座
っ
て
。
そ
れ
で
も
悪
寒
が
来
て
ふ
る

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
そ
の
患
者
に
衛
生
兵
が
特
効
薬

（
キ
ニ
ー
ネ
）
を
持
っ
て
来
て
飲
ま
せ
る
。
私
も
一
回
罹
っ
た

が
一
週
間
位
は
仕
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

ウ
ル
ガ
リ
で
は
約
一
千
町
歩
位
の
木
材
を
伐
採
し
、
焼
い
て

別
の
場
所
へ
移
動
し
、
今
度
は
石
割
り
で
あ
る
。
石
を
ハ
ン

マ
ー
で
た
た
い
て
、
道
路
舗
装
用
の
砕
石
用
作
り
で
あ
る
。
朝

八
キ
ロ
の
道
を
歩
い
て
、
そ
こ
か
ら
ダ
ン
プ
に
乗
っ
て
石
山
へ

行
き
石
割
り
作
業
で
あ
る
、
石
山
は
特
に
暑
い
、
午
後
の
二
時

頃
に
な
る
と
風
は
全
く
な
く
、
空
飛
ぶ
鳥
が
暑
さ
で
落
ち
る
程

の
暑
さ
の
中
で
の
作
業
で
あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
作
業
に
も
馴



れ
て
来
た
。

昭
和
二
十
一
年
の
二
月
に
帰
れ
る
と
か
、
六
月
に
帰
れ
る
と

か
の
話
が
出
た
が
、

な
か
な
か
そ
の
実
現
が
む
ず
か
し
か
っ
た
。

そ
れ
で
最
後
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
結
し
て
、
や
っ
と
昭
和
二

十
一
年
十
一
月
中
旬
に
輸
送
船
が
迎
え
に
来
て
乗
船
し
、
途
中

台
湾
経
由
し
、
十
二
月
五
日
、
佐
世
保
港
に
上
陸
し
、
懐
か
し

い
高
知
へ
復
員
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ラ
バ
ウ
ル
の
想
い
出
　 愛知
県
　
高
橋
正
己
　 

昭
和
十
八
年
五
月
十
八
日
、
豊
橋
予
備
士
官
学
校
の
雇
員
と

し
て
働
い
て
い
た
私
に
召
集
令
状
が
き
た
。

当
時
二
十
八
歳
の
青
年
で
し
た
。
翌
日
、
豊
橋
の
中
部
第
六

二
部
隊
に
入
隊
、
朝
六
時
起
床
、
夜
九
時
消
灯
の
生
活
を
一
週

間
続
け
た
ら
、
連
隊
長
の
乗
馬
姿
を
先
頭
に
勇
ま
し
く
進
軍

ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
隊
伍
を
整
え
て
豊
橋
駅
ま
で
行
進
し
、
小
学

生
の
音
楽
隊
吹
奏
の
な
か
を
広
島
に
向
か
っ
た
。

そ
こ
で
一
週
間
待
機
し
、

呉
か
ら
輸
送
船
十
一
隻
が
巡
洋
艦
、

駆
潜
艇
等
に
護
衛
さ
れ
玄
界
灘
を
渡
り
台
湾
に
寄
港
、
マ
ニ
ラ

を
経
て
セ
ブ
島
で
教
育
の
た
め
三
か
月
滞
在
、
パ
ラ
オ
島
を
経

由
、
目
的
地
ラ
バ
ウ
ル
に
到
着
し
た
。
そ
の
間
の
二
十
日
間
は

赤
道
直
下
の
た
め
船
内
の
温
度
は
急
上
昇
し
、
ま
る
で
「
ム

ロ
」
に
入
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

甲
板
に
出
れ
ば
鉄
板
は
焼
け
て
や
け
つ
く
よ
う
で
、
と
て
も

寝
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
敵
の
魚
雷
監
視
は
昼
夜
を
分

け
ず
続
け
ら
れ
た
。

当
時
の
ラ
バ
ウ
ル
の
状
況
は
、
ま
だ
良
か
っ
た
時
で
、
軍
艦

・
船
舶
約
七
十
隻
、
軍
用
機
二
百
機
、
食
糧
は
五
か
年
分
が
有

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

上
陸
し
て
か
ら
十
日
目
に
Ｂ29

が
百
機
編
隊
で
来
襲
、
二
百

五
十
キ
ロ
爆
弾
二
百
発
を
雨
あ
ら
れ
と
投
下
し
た
。
我
軍
飛
行

機
も
直
ち
に
応
戦
の
た
め
飛
び
上
が
っ
て
い
っ
た
。
爆
弾
が
機

体
か
ら
離
れ
た
時
は
小
さ
く
見
え
る
弾
が
、
見
る
見
る
大
き
く

な
っ
て
落
ち
て
く
る
の
を
私
は
山
の
上
か
ら
見
上
げ
て
い
た
が
、

滞
在
中
の
我
が
戦
艦
、
巡
洋
艦
か
ら
射
ち
上
げ
る
対
空
砲
火
の

流
れ
弾
が
射
ち
込
ま
れ
、

敵
味
方
の
十
字
砲
火
に
さ
ら
さ
れ
て
、




